
〈研修テーマ〉

～不審者対応を学ぶ～

開催：2022年12月14日 10：00～11：00

講師：㈱リスク・マネージャ― 代表取締役 西久保博信

主催：公益財団法人 日本防犯安全振興財団

公益社団法人徳島県看護協会

令和4年度職員研修 オンラインセミナー



研修内容とスケジュール

〇研修内容：10時～11時

・10：00～10：05 西久保博信講師の紹介と本日の研修についての説明（財団 佐々木理事から）

・10：05～10：50 西久保講師の研修内容

⑴平時からの備え ⑵不審者が来た時の対応（実技を含めた内容）

・10：50～10：55 護身術の映像を放映

オンラインセミナーの参加者

〇配信箇所：徳島県看護協会関連会社：4ヶ所

徳島県看護会館、訪問看護ステーション、徳島訪問看護ステーション半田、

訪問看護ステーション阿南

〇受講者数：29名 主な役職

徳島県看護協会 会長，副会長，専務，常務，事務長，地域ケア部門統括，総務主任，

教育主任，ナースセンター所長，訪問看護支援センター長，訪問看護ステーション

管理者，居宅介護支援事業所管理者など



アンケート結果

１）研修で特に印象に残った内容を教えてください。（15 件の回答）

・危機管理の考え方。

・実技の重要性すぐに対応できるように日頃の訓練が大事

・パイプ椅子や傘を使った防犯が役に立った。

・まさかの論理。

・消火器の使い方など具体的な対処方法護身術は、知っておくと役に立つと思いました。

・危機管理の目的と危機予知防衛実践方法。

・防犯での傘や折りたたみ椅子の使い方や消火器の具体的な使用方法。

・消火器の使用について危険を動作が良くわかった。

・リスクを事前に考えおく必要がある。

・護身術の実技動画がわかりやすかったです。

・護身術

２）研修で直ぐ使える内容はありましたか？（24 件の回答）

ある

ない
１００％



３）その理由を教えてください。（14 件の回答）
・護身術身近なものを使った方法を教えていただいた。
・職場にあるもので対応できる。
・土日に1人で勤務している時に役に立つかも、と思いました。
・不法侵入者に対して、身近にある傘やパイプ椅子で護身することを教えて頂きました。
・危機予知トレーニング不審者対応訓練として試してみてもいいかと思ったため、特別に準備を
するものでなく日常で活用できる知識やスキルでした。

・不審者が来た時の対応を全職員で確認できる。
・日ごろにあまり深く考えてないことを深く考えないといけない意識に変わった。
・護身術は何かあった時に自分の身を守れると思いました。
・自分の身は自分で守る心構えが大切だと思いました。
・傘の使い方を身につけようと思った。

４）安全対策について、本日のセミナー以外で知りたい事はありますか？（ 7 件の回答）
・特に思い浮かばない。
・もっと深く知りたい。
・実技で防衛を学ぶ地震や津波、災害の対策について西久保講師にもう一度講習してもらいたいと
思いました。

５）その他気が付いた事がありましたら教えてください。 （5 件の回答）
・特になし。
・防犯ブザーやホイッスルを準備することも必要と思いました。
・zoomでいろんな先生の講義を聴きたいです。
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